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小
松
の
夏
の
郷

土
料
理
と
し
て

良
く
食
べ
ら
れ

る
「
茄
子
の
オ
ラ

ン
ダ
煮
」。
茄
子

を
揚
げ
た
り
炒
め

た
り
し
た
も
の
を

甘
辛
い
汁
で
煮
た

家
庭
料
理
で
、
油

を
使
わ
ず
に
煮
る

家
庭
も
あ
る
。
味

付
け
に
唐
辛
子
や

シ
ョ
ウ
ガ
を
添
え

た
り
す
る
。

　

作
り
た
て
よ
り

も
冷
蔵
庫
で
冷
た

く
し
て
食
べ
る
と
口
当
た
り
が
良
く
、
よ
り
美
味
し
く
い

た
だ
け
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
煮
と
い
う
名
前
の
由
来
は
諸
説
あ
る
よ
う
だ

が
、
江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
易
を
し
て
い
た
長
崎

か
ら
全
国
に
伝
わ
っ
た
料
理
に
「
西
洋
風
の
」
と
い
う
意

味
で
オ
ラ
ン
ダ
煮
と
い
う
名
前
が
つ
い
た
と
い
う
。

　

こ
こ
に
茹
で
た
そ
う
め
ん
を
入
れ
て
煮
込
む
「
茄
子
そ

う
め
ん
」
も
食
欲
が
落
ち
る
夏
に
は
う
れ
し
い
料
理
だ
。

　

小
松
市
で
は
来
春
行
わ
れ

る
第
六
十
六
回
全
国
植
樹
祭

の
応
援
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
五

月
十
八
日
、
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
木
場
潟
公
園
で
、「
木
場
潟

の
環
境
・
景
観
に
つ
い
て
考
え

よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
市

民
が
一
周
六・
四
キ
ロ
を
囲
ん

で
手
を
つ
な
ぐ
「
ス
マ
イ
ル

木
場
潟 

一
万
人
の
輪
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
に

恵
ま
れ
、
予
想
を
超
え
る
約

一
万
五
千
人
が
参
加
し
、
植
樹

祭
成
功
に
向
け
て
大
き
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

今
春
三
月
二
十
二
日
、
小
松
市
が
「
も
の
づ
く
り
精
神
の
継
承
と
科
学

技
術
意
識
の
啓
発
」
や
「
未
来
に
向
け
た
地
域
の
活
性
化
と
産
業
振
興
」

を
主
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
科
学
技
術
立
国
を
実
践
す
る
人
材
の
育
成
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
創
っ
た
「
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
」
が
本

格
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
日
本
最
大
級
、
立
体
視
映
像
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
た
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
・
科
学
体
験
展

示
ホ
ー
ル
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
技
術
工
作
室
、
カ
フ
ェ
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
が
楽
し
め
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
百
二
十
席
を
備
え
た
ド
ー
ム
型
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
は
、
国

内
で
は
「
科
学
技
術
館
」、「
日
本
科
学
未
来
館
」
に
次
ぐ
３
例
目
の
施
設

で
あ
り
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
番
組
を
は
じ
め
と
し
て
サ
イ
エ
ン
ス
、
文
化
財
、

文
化
遺
産
系
の
デ
ジ
タ
ル
映
像
番
組
を
高
解
像
度
、
高
輝
度
で
迫
力
満
点

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
他
、

企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
研
究
発
表
、
イ
ベ
ン
ト
等
多

彩
な
利
用
が
可
能
で
す
。

　

一
年
を
通
し
て
科
学
を
体
験

し
な
が
ら
楽
し
み
、
学
べ
る
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

小
松　食

の

歳
時
記

夏
の
定
番
の
お
惣
菜

「
茄
子
の
オ
ラ
ン
ダ
煮
」

「
科
学
と
交
流
の
ま
ち
」
の
拠
点
、

サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
が

本
格
オ
ー
プ
ン
。

「
ス
マ
イ
ル
木
場
潟

一
万
人
の
輪
」を
行
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
小
松
市
こ
ま
つ
の
杜
2
番
地

TEL 0761-22-8610
http://science-hills-kom

atsu.jp/
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津
温
泉
か
ら
約
三
キ
ロ
の
と

こ
ろ
に
日
用
町
と
い
う
全
国

農
村
景
観
百
選
に
も
選
ば
れ
た
静
か

な
町
が
あ
る
。
夏
に
な
る
と
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
う
清
流
、
日
用
川
と
日
用

神
社
、
古
民
家
を
中
心
と
し
た
美
し

い
苔
の
里
で
あ
る
。

　

こ
の
日
用
の
地
は
、
秋
田
杉
と
並

び
称
さ
れ
た
銘
木
「
日
用
杉
」
の
産
地
。

か
つ
て
東
本
願
寺
が
焼
失
し
た
際
、

再
建
の
た
め
、
日
用
杉
の
他
、
小
松

の
大
杉
、
粟
津
、
赤
瀬
な
ど
の
ケ
ヤ
キ
、

マ
ツ
、
ス
ギ
が
切
り
出
さ
れ
、
木
場

潟
に
集
め
ら
れ
た
も
の
が
水
運
で
安

宅
ま
で
運
ば
れ
、
安
宅
港
か
ら
京
都

へ
運
ば
れ
た
。

　

こ
こ
日
用
の
苔
は
、
地
元
の
方
が

杉
の
苗
を
育
て
る
た
め
に
地
面
を
き

れ
い
に
手
入
れ
し
て
い
る
う
ち
に
、

自
然
に
苔
が
一
面
に
生
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
し
い
。
山
に
囲
ま
れ
た
日

用
の
町
は
湿
度
が
高
く
、
苔
の
生
育

日
本
有
数
の
美
し
い
苔
の
里
、

　

　
　「
日
用
」に
世
界
が
注
目
す
る
。

に
適
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

日
用
に
は
専
門
家
の
調
査
で

四
十
八
種
類
も
の
苔
類
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
か
つ
て
町
内
の
一
部
を
苔

研
究
者
の
大
石
鉄
郎
氏
が
借
り
受

け
、「
苔
の
園
」
と
い
う
名
称
で
公
開

し
て
い
た
が
、
大
石
氏
の
死
去
な
ど

の
理
由
に
よ
り
二
〇
〇
九
年
に
閉
園
。

そ
の
後
、
日
用
町
の
住
民
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
「
日
用
苔
の
里
整
備
推

進
協
議
会
」
が
苔
庭
を
管
理
し
て
き

た
が
、
高
齢
化
、
過
疎
化
す
る
里
山

の
住
民
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

現
在
、
一
般
社
団
法
人
叡
智
の
杜
が

協
議
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
形
で
持
続

的
な
管
理
、活
用
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　

日
本
が
世
界
に
誇
る
日
本
庭
園

に
、
苔
は
欠
か
せ
な
い
。
地
面
、
庭
石
、

石
灯
籠
な
ど
に
生
え
た
苔
は
、
閑
寂
、

古
色
、
清
浄
と
い
っ
た
日
本
人
に
特

有
の
美
意
識
で
あ
る
「
侘
び
寂
び
」

の
空
間
を
創
り
出
す
の
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
「
侘
び
寂
び
」
の
世
界
観
に
は
、
う

つ
ろ
い
、
刹
那
の
情
緒
と
、
不
変
、

悠
久
の
観
念
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

い
る
。
花
を
枯
ら
さ
ず
に
散
り
落
ち

る
桜
や
、
美
し
い
色
で
散
る
モ
ミ
ジ

は
う
つ
ろ
い
と
刹
那
に
通
じ
、
一
年

を
通
じ
て
緑
を
絶
や
さ
な
い
苔
は
不

変
と
悠
久
の
象
徴
で
あ
る
。

　

そ
の
日
用
の
美
し
い
苔
と
静
か

な
環
境
に
、
今
、
世
界
か
ら
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
に
日
用
を
訪
れ
た

国
連
大
学
の
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
オ
ス

タ
ー
ヴ
ァ
ル
ダ
ー
前
学
長
は
、
日

用
の
杉
や
苔
が
醸
し
出
す
静
寂
の

空
間
を
気
に
入
り
、
世
界
的
な
建

築
家
の
隈
研
吾
東
大
教
授
の
設
計

に
よ
る
、
日
用
杉
を
使
っ
た
茶
室

「
英
知
の
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
」
を
大

学
の
前
庭
に
設
置
し
た
。

　

ド
イ
ツ
・
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ

ル
ン
市
の
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル

ン
工
科
大
の
バ
ー
カ
ー
ド
・
ヒ
ル

ブ
ラ
ン
ド
副
学
長
、
同
市
の
美
術

館
「
プ
フ
ァ
ル
ツ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

※苔の里は、町民の私有地ですが、鑑
　賞目的の立ち入りを限定的に許可す
　るものです。立ち入りを許可するエ
　リアのみの鑑賞となります。民家へ
　の立ち入りはできません。
※訪問者の方には、苔庭や駐車場など
　の維持管理費に充当するため、環境
　整備協力金（一口 300円）をお願い
　しています。

粟

の
ブ
リ
ッ
タ
・
ブ
ー
ル
マ
ン
館
長

も
日
用
を
訪
れ
、
杉
と
苔
、
古
民
家

が
調
和
し
た
景
観
を
「
世
界
に
類
を

見
な
い
宝
」
と
高
く
評
価
し
、
ま
た
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
関
係
者

は
、
連
携
し
て
活
用
策
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　

　

現
在
、
叡
智
の
杜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
黒
崎
輝
男
国
連
大
文
化
協
会
元

代
表
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
も
取

り
入
れ
て
、
地
域
交
流
や
活
動
拠
点

を
目
的
と
し
た
古
民
家
の
改
修
、
国

際
会
議
の
誘
致
の
ほ
か
、
見
学
者
を

案
内
す
る
ガ
イ
ド
の
養
成
を
進
め
る

予
定
で
あ
る
。

日用苔の里
MAP[ 15ページ① ]
小松市日用町
叡智の杜プロジェクト事務局
WEB http://forestofwisdom.org/

スウェーデン元駐日大使クリスター・クムリン氏、スウェーデン工芸デザイン協会代表
エヴァ・クムリン氏夫妻が日用町を訪問。
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戸
時
代
、
加
賀
百
万
石
の
大

所
帯
を
ま
か
な
う
た
め
に
は

莫
大
な
現
金
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で

小
松
に
隠
居
城
を
構
え
た
前
田
利
常
公

は
、
改
作
法
を
実
施
し
て
米
の
生
産
を

奨
励
し
た
。
そ
の
米
を
現
金
化
す
る
た

め
に
は
年
貢
米
が
古
米
に
な
る
前
に
、

よ
り
早
く
大
坂
に
運
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。

　

当
初
、
加
賀
藩
の
年
貢
米
は
敦
賀
・

小
浜
か
ら
琵
琶
湖
を
経
て
大
津
を
経
由

し
て
京
、
大
坂
で
売
却
し
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
を
海
路
で
大
阪
ま
で
直
接

送
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
高
く
売

れ
、
藩
の
増
収
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

あ
る
試
算
に
よ
る
と
千
石︵
約
百
五

十
ト
ン
︶の
荷
物
を
馬
に
乗
せ
て
運

ぶ
に
は
千
二
百
五
十
頭
の
馬
と
六
百

二
十
五
名
の
人
間
が
必
要
だ
が
、
千

石
船
で
あ
れ
ば
十
人
ほ
ど
の
人
間
で

す
み
、
か
か
る
日
数
も
陸
路
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
短
縮
で
き
る
。

そ
こ
で
利
常
公
は
日
本
海
か
ら
下

関
、
瀬
戸
内
を

経
由
し
て
大
阪

に
至
る
、
西
廻

り
航
路
を
開
拓

し
た
。
そ
れ
が

北
前
船
の
始
ま

り
と
言
わ
れ
て

お
り
、
北
前
船

全
盛
の
時
代
に

安
宅
に
は
廻
船

問
屋
や
船
主
の

屋
敷
、
倉
庫
が

立
ち
並
び
、
安

宅
は
都
市
の
機

能
を
有
す
る
町

と
な
っ
た
。

　

安
宅
は
白
山
山
系
の
鈴
ヶ

岳
に
源
を
発
す
る
梯

か
け
は
し川
の
河

口
の
港
町
。
梯
川
に
架
か
る

住
吉
橋
は
白
山
眺
望
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
白
山
は

飲
料
水
や
田
畑
を
潤
す
用
水

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
神
々

の
座
で
あ
り
、
日
本
海
を
行

き
交
う
船
や
漁
師
に
と
っ
て

は
海
上
か
ら
の
目
印
と
し
て
、

航
海
・
漁
業
の
守
護
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
て
き
た
。

　

古
代
か
ら
海
上
・
陸
上
の

要
地
で
あ
っ
た
安
宅
は
、
江

戸
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て

北
前
船
の
重
要
な
寄
港
地
と

し
て
繁
栄
し
た
。

江

北前船が支えた小松の産業・経済

梯川の河口に発達した湊町、安宅。河口の両岸には、往時、廻船問屋の倉庫が数多く立ち並んでいた。

安宅の北前船主、米谷家の「引札」。引札とは今で言う宣伝チラシやポス
ターのようなもので、明治から昭和初期まで使われていた。正月用には
特におめでたい七福神や日の出、松竹梅の図柄のものを年末年始に配っ
た。今でも企業が年末にカレンダーを配る風習はこの流れであり、日本
の広告のルーツだとも言われる。（加賀市　北前船の里資料館蔵）

米谷家別邸、後の米谷銀行安宅支店、北國銀行安宅支店、現「吉祥庵」。

安宅住吉神社の金比羅宮に奉納された北前船の航路の安全を祈願した船絵馬。

南
加
賀
一
帯
の
地
域
経
済
を

支
え
た
北
前
船

加
賀
百
万
石
と
北
前
船

尾
小
屋
と
遊
泉
寺
鉱
山
向
け
の
石

炭
、
コ
ー
ク
ス
、
石
灰
石
な
ど
も

運
ば
れ
た
。
ま
た
北
前
船
に
よ
り

粟
津
温
泉
に
も
全
国
か
ら
湯
治
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
移
出
品
と
し
て
江
戸

時
代
に
は
、
米
、
畳
表
、
茣ご

ざ蓙
、

煎
茶
な
ど
。
明
治
時
代
に
は
そ
の

他
に
九
谷
焼
、
石
材
、
銅
、
瓦
、

羽
二
重
、
小
麦
な
ど
が
安
宅
か
ら

全
国
へ
と
送
り
出
さ
れ
た
。

前
船
に
よ
り
全
国
か
ら
安

宅
に
運
ば
れ
た
様
々
な
商

品
は
、
安
宅
湊
と
内
陸
部
を
繋
ぐ

梯
川
や
前
川
、
串
川
を
経
由
し
て

木
場
潟
、
今
江
潟
、
柴
山
潟
を
結

ぶ
舟
に
よ
っ
て
当
時
の
小
松
町
や

能
美
郡
、
江
沼
郡
に
ま
で
広
く
流

通
し
、
地
域
経
済
を
支
え
た
。

　

主
な
移
入
品
と
し
て
は
、
ニ
シ

ン
、
昆
布
、
砂
糖
、
塩
、
藍
玉
、
木
炭
、

木
材
、
鉄
な
ど
。
明
治
時
代
に
は

北

　

北
前
船
と
加
賀
三
湖
の
舟
運

に
よ
る
物
流
は
小
松
の
み
な
ら

ず
南
加
賀
地
域
の
産
業
経
済
を

支
え
る
大
動
脈
で
あ
っ
た
。

　

明
治
の
中
頃
に
は
一
〇
軒
を

超
え
る
廻
船
問
屋
と
五
〇
名
を

超
え
る
船
主
を
数
え
る
よ
う
に

な
っ
た
安
宅
。
北
前
船
で
莫
大
な

利
益
を
得
た
安
宅
の
富
豪
の
多
く

は
金
貸
し
業
を
営
む
よ
う
に
な
り
、

そ
の
内
、
米
谷
家
の
六
代
目
、
米

谷
半
平
は
明
治
二
十
四
年
に
「
合

資
会
社
米
谷
銀
行
」
を
設
立
。
そ

の
後
の
国
策
に
よ
り
小
規
模
銀
行

を
合
併
し
、
最
終
的
に
現
在
の
北

國
銀
行
と
な
っ
た
。

～「海の道」が様々な物と人と文化を運び、日本の近代の礎を築いた～
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小
松
の
食
文
化
と
北
前
船

松
は
金
沢
と
と
も
に
茶

道
が
盛
ん
な
土
地
だ
が
、

茶
道
に
欠
か
せ
な
い
和
菓
子
も

北
前
船
が
運
ん
だ
阿
波
の
和
三

盆
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
加

賀
の
和
菓
子
文
化
を
支
え
た
の

は
北
前
船
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

ま
た
、
小
松
で
は
伝
統
的
に

ニ
シ
ン
や
昆
布
を
使
っ
た
料
理

を
良
く
食
べ
る
。
ど
ち
ら
も
北

前
船
が
北
海
道
か
ら
運
ん
で
き

た
も
の
だ
。
ニ
シ
ン
は
糠
漬
け

や
甘
露
煮
、
冬
の
味
覚
の
大
根

寿
し
に
も
使
う
。

　

昆
布
は
正
月
料
理
に
欠
か
せ

小

と
で
日
本
料
理
は
多
彩
で
よ
り
繊

細
な
も
の
と
な
っ
た
。
作
家
の
司

馬
遼
太
郎
は
小
説
﹃
菜
の
花
の
沖
﹄

の
中
で
「
昆
布
以
前
と
昆
布
以
降

と
で
は
、
味
覚
の
歴
史
は
大
い
に

か
わ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
」
と
言
っ

て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
北
前
船

が
な
け
れ
ば
「
和
食
」
が
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
北
前
船
が
運
ん
だ
昆
布

は
明
治
維
新
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
。
膨
大
な
借
金
に

苦
し
ん
で
い
た
薩
摩
藩
は
、
自
藩

の
砂
糖
を
大
阪
や
下
関
で
昆
布
に

変
え
、
そ
の
昆
布
を
当
時
の
琉
球

国
を
通
じ
て
昆
布
を
薬
と
し
て
珍

重
し
て
い
た
清
国
へ
と
運
び
、
多

額
の
利
益
を
生
み
出
し
た
。
ま
た
、

長
州
藩
の
下
関
は
北
前
船
で
運
ば

れ
た
昆
布
の
中
継
基
地
と
し
て
繁

栄
し
て
お
り
、
薩
長
が
昆
布
に
よ
っ

て
得
た
莫
大
な
利
益
が
や
が
て
明

治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　

明
治
中
期
以
降
、
鉄
道
の
発
達

な
ど
に
よ
り
北
前
船
が
廃
れ
て
し

ま
っ
て
も
、
北
前
船
の
船
主
た
ち

シ
ン
を
絞
っ
て
作
る
ニ
シ

ン
粕
が
肥
料
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
日
本
の
農
業

は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
栄
養
が
豊

富
な
ニ
シ
ン
粕
は
肥
料
効
果
が
高

く
、
日
本
各
地
の
農
業
生
産
性
を

飛
躍
的
に
高
め
た
。
特
に
西
日
本

の
綿
作
と
瀬
戸
内
の
藍
の
生
産
量

が
大
幅
に
増
大
し
た
こ
と
で
繊
維

産
業
が
発
展
し
、
日
本
の
近
代
化

を
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
日
本
料
理
に
欠
か
せ
な

い
の
が
昆
布
。
北
前
船
以
前
は
調

味
と
言
え
ば
塩
、
味
噌
、
醤
油
、

酢
に
よ
る
も
の
が
主
だ
っ
た
の
が
、

そ
こ
に
昆
布
の
ダ
シ
が
加
わ
る
こ

ニ 日
本
を
大
き
く
動
か
し
た
北
前
船

︵
参
考
︶﹃
昆
布
の
道
﹄

大
石
圭
一
著　

第
一
書
房
発
行

江戸時代に加賀藩御用達品として、将軍家や大名家に贈
られ、あの松尾芭蕉も食べたとされる「小松うどん」の
ダシも昆布が重要。うどんのダシは関東では鰹節を使う
が北陸から西は昆布を使う。これも北前船が影響している。

安宅住吉神社の秋季例大祭「安宅まつり」では、北前船の曳船 (ひきふね )が安宅の町を練り歩く。北前船で栄えた昔を偲び、木遣
り音頭に合わせて、恵比寿、大黒天などの像と何本もの船名旗で飾った曳船が町中を練り歩く明治時代から続く安宅の伝統行事。

な
い
昆
布
巻
き
や
刺
身
の
昆
布

じ
め
な
ど
。
竹
の
子
の
若
竹
煮

も
全
国
的
に
は
ワ
カ
メ
を
使
う

こ
と
が
多
い
が
石
川
県
で
は
昆

布
を
使
う
。
小
松
名
物
の
「
小

松
う
ど
ん
」
に
も
昆
布
だ
し
は

欠
か
せ
な
い
。
石
川
県
の
醤
油

が
甘
口
な
の
も
昆
布
だ
し
と
合

う
よ
う
に
と
い
う
こ
と
が
理
由

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

は
そ
の
優
れ
た
経
済
感
覚
で
地
方

金
融
や
産
業
振
興
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。

　

今
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、

安
宅
を
始
め
と
す
る
北
陸
の
北
前

船
の
船
乗
り
た
ち
の
命
懸
け
の
仕

事
の
お
陰
で
今
の
日
本
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

北前船由来の料理「サ
ワラの昆布〆」とニ
シンの飴炊き。白身
魚を昆布で挟む昆布
〆は魚の身が引き締
まり、昆布の旨味が
刺身に移り味わい深
くなる。ニシンを芯
にして昆布で巻いて
かんぴょうで結んだ
昆布巻きもよく食べ
られる。

▲
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今
回
の
安
宅
の
旅
を
前
に
、
ま
ず

は
安
宅
住
吉
神
社
を
参
拝
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
社し
ゃ
そ
う叢

で
は
ウ
グ
イ
ス

が
鳴
き
、
砂
利
を
踏
む
足
音
と
と
も

に
耳
に
心
地
よ
く
響
き
ま
す
。
参
道

の
先
に
は
立
派
な
社
殿
。
こ
こ
で
心

静
か
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
。
い
に
し

え
の
旅
人
や
船
乗
り
た
ち
も
、
同
じ

よ
う
に
旅
や
航
海
の
安
全
を
祈
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
千
二
百
年
以
上
の
間
、

人
々
の
祈
り
や
願
い
を
受
け
止
め
て

き
た
「
安
宅
の
住
吉
さ
ん
」。
社
殿

で
は
鮮
や
か
な
緋
袴
を
ま
と
っ
た
巫

女
さ
ん
が
常
駐
し
て
い
て
、
希
望
す

れ
ば
ガ
イ
ド
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

境
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
ど
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
社
殿
に

向
か
っ
て
左
手
に
あ
る
「
御
亀
石
」。

師
に
な
り
た
が
ら
な
い
。
安
宅
漁
港

が
抱
え
る
苦
悩
を
、
そ
う
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
魚
の
話
に
な
る
と
漁
師

さ
ん
た
ち
は
饒
舌
で
す
。「
春
先
の

今
の
時
期
は
サ
ワ
ラ
。
産
卵
前
の
カ

レ
イ
も
最
高
や
ね
。
こ
れ
か
ら
は
ア

ジ
も
う
ま
い
よ
」。
安
宅
の
よ
う
な

沿
岸
漁
業
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
季
節
ご
と
に
獲
れ
る
魚
の
種
類

が
違
う
こ
と
。
店
頭
に
並
ぶ
安
宅
産

の
朝
獲
れ
鮮
魚
を
見
て
、
地
元
の
人

た
ち
は
四
季
を
感
じ
、
心
を
浮
き
立

た
せ
ま
す
。
旬
を
味
わ
う
贅
沢
は
、

地
元
な
れ
ば
こ
そ
。

　

住
吉
橋
を
渡
り
、
対
岸
の
安
宅
漁

港
に
向
か
い
ま
す
。
港
の
朝
は
早
く
、

午
前
三
時
半
頃
出
航
し
た
船
は
、
六

時
前
後
に
次
々
と
港
へ
戻
っ
て
き
ま

す
。
刺
し
網
漁
か
ら
戻
り
、
手
際
よ

く
網
か
ら
魚
を
は
ず
す
漁
師
さ
ん
た

ち
。
カ
レ
イ
や
ア
ン
コ
ウ
な
ど
が
ト

ロ
箱
に
放
り
込
ま
れ
、
傍
ら
に
は
お

こ
ぼ
れ
を
狙
う
猫
の
姿
も
。

　

こ
の
日
の
目
当
て
は
、
毎
朝
恒
例

9

　

定
置
網
漁
を
行
う
安
宅
丸
は
、
刺

し
網
の
漁
師
さ
ん
た
ち
も
含
め
て
有

志
を
募
り
、
協
同
で
漁
を
行
っ
て
い

ま
す
。
船
長
は
、
刺
し
網
漁
船
も
所

有
し
て
い
る
中
村
一
馬
さ
ん
。「
最

近
は
潮
の
流
れ
や
ら
海
水
温
が
変

わ
っ
て
、
定
置
網
で
も
昔
ほ
ど
の
水

揚
げ
は
な
い
ね
」。
海
水
温
が
一
度

違
う
だ
け
で
も
、
魚
の
分
布
は
大
き

く
変
わ
る
と
か
。「
船
の
数
？
最
盛

期
は
六
十
隻
ほ
ど
か
な
ぁ
。
今
は
半

分
や
。
安
宅
の
船
は
住
吉
橋
の
下
を

く
ぐ
ら
ん
な
ん
や
ろ
、
だ
か
ら
小
さ

い
船
で
な
い
と
ダ
メ
な
ん
や
。
な
か

な
か
厳
し
い
よ
」。
安
定
し
た
水
揚

げ
が
見
込
め
な
い
中
、
若
い
人
は
漁

安
宅
の
鮮
魚
が
食
卓
に
季
節
を
届
け
る

安
宅
漁
港
の
朝
市
で
朝
獲
れ
鮮
魚
を
直
売

安宅の関を切り抜けた義経一行にちなみ、難関突破の守護神とし
て知られています。受験や商売などさまざまな難関に立ち向かう
時、心強い味方となる「難関突破御守」（800円）。

長寿のシンボル、亀のパワーにあやかります。

安宅丸船長の中村
さんはこの道 20
数年。沖合 2キロ
の定置網で漁を行
っています。

朝市は、4月下旬～10月上旬の毎朝 6時前後から 30分～1時間程度。船の入港時間は日
によって異なるほか、荒天時や休漁日はお休みとなります。

「
安
宅
の
住
吉
さ
ん
」
で
親
し
ま
れ
る
古
社

安宅漁港
MAP [ 15ページ③ ]
小松市安宅町ヘ20-1

TEL 0761-21-6732

安宅住吉神社
MAP[ 15ページ② ]
小松市安宅町タ 17
TEL 0761-22-8896

歴
史
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
安
宅
へ

勧
進
帳
、
北
前
船
、
絹
織
物
、
漁
港
―
―

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
安
宅
の
ま
ち
。

数
々
の
歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
の
港
町
を
、

春
の
潮
風
と
と
も
に
巡
り
ま
す
。

信
心
深
い
大
亀
が
石
に
姿
を
変
え
た

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
石
の
背
を
撫

で
る
と
延
命
長
寿
の
御
利
益
が
あ
る

と
か
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
期
待
し
な
が
ら
、

そ
の
背
を
撫
で
ま
し
た
。

の
朝
市
。
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の

魚
を
浜
値
で
買
え
る
と
あ
っ
て
、
近

隣
住
民
や
口
コ
ミ
で
や
っ
て
来
た

人
々
が
早
朝
の
港
に
集
ま
り
ま
す
。

こ
の
日
も
二
十
人
ほ
ど
が
、
岸
壁
で

定
置
網
船
の
到
着
を
待
ち
わ
び
て
い

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
「
お
ー

い
、
帰
っ
て
き
た
ぞ
」
と
声
が
上
が

り
、
急
に
慌
た
だ
し
く
な
る
荷
捌
き

場
。
港
に
入
っ
て
き
た
定
置
網
船

「
安
宅
丸
」
は
荷
捌
き
場
に
横
付
け

す
る
よ
う
に
手
早
く
係
留
さ
れ
、
魚

が
入
っ
た
コ
ン
テ
ナ
が
順
次
ク
レ
ー

ン
で
陸
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
荷
捌
き
台

の
上
を
、
ピ
チ
ピ
チ
と
飛
び
跳
ね
な

が
ら
滑
り
下
り
て
い
く
魚
た
ち
。
朝

市
の
お
客
さ
ん
は
ト
ロ
箱
片
手
に
品

定
め
を
し
、
ほ
し
い
魚
を
箱
に
入
れ
、

目
方
を
計
っ
て
も
ら
っ
て
お
金
を
払

う
仕
組
み
。
ス
ズ
キ
や
カ
ワ
ハ
ギ

な
ど
の
魚
に
次
々
と
買
い
手
が
つ
き
、

場
内
は
賑
や
か
で
す
。
こ
の
日
は
小

イ
カ
が
多
く
、
漁
師
さ
ん
に
食
べ
方

を
尋
ね
な
が
ら
袋
い
っ
ぱ
い
に
買
っ

て
い
く
人
も
い
ま
し
た
。
早
起
き
は

三
文
の
得
。
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安宅住吉神社近くの長沖さんで「かにの甲羅揚げ」をいただきまし
た。創業は明治の終わり頃という老舗の料亭。今から 50年ほど前に
長沖さんで誕生した「かにの甲羅揚げ」は、今では小松市内の料亭・
料理店に広まり小松の名物となっています。今回は揚げ立てを長沖
さんでいただきましたが、11月 7日から 3月 31日までは１つ 1,600
円でお土産として持ち帰りや全国発送もされています。
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梯
川
の
ほ
と
り
に
「
玉
子
巻
屋
」

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
が
並
ん
で
い
ま

す
。
六
年
前
に
開
店
し
、
た
ち
ま
ち

安
宅
名
物
と
な
っ
た
玉
子
巻
。
料
理

人
と
し
て
腕
を
ふ
る
っ
て
き
た
ご
主

人
、
越
野
栄
治
さ
ん
が
、
玉
子
巻
一

本
で
勝
負
し
て
い
ま
す
。
使
う
卵
は

富
山
県
小
矢
部
産
。「
こ
こ
の
卵
は

餌
が
違
う
か
ら
ね
、
黄
身
の
色
が
き

れ
い
や
ろ
」。
玉
子
巻
一
本
に
つ
き

使
う
卵
は
七
個
半
。
百
六
十
度
か
ら

百
八
十
度
の
強
火
で
焼
き
上
げ
て
い

き
ま
す
。
自
慢
の
玉
子
巻
は
ぷ
る
ん

と
し
た
弾
力
が
あ
り
、
噛
め
ば
じ
ゅ

わ
っ
と
出
汁
の
旨
み
と
優
し
い
甘
み

が
口
中
に
広
が
り
ま
す
。
ご
主
人
と

が
、
港
周
辺
を
＂
エ
ナ
ン
バ
＂︵
稲

揚
場
︶
と
呼
ん
だ
り
、
保
育
園
の
敷

地
に
二
代
目
と
な
っ
た＂
お
蔵
の
松
＂

が
あ
る
な
ど
、
当
時
の
名
残
は
あ
り

ま
す
よ
」。

　

安
宅
郵
便
局
が
あ
る
「
高
丁
通

り
」
に
は
、
豪
壮
な
町
家
が
点
在

し
ま
す
。「
松
村
家
」
は
緑
青
を

二
人
三
脚
で
店
を
切
り
盛
り
す
る
奥

様
は
「
出
汁
に
は
こ
だ
わ
っ
て
ま
す

か
ら
ね
」
と
に
っ
こ
り
。

　

玉
子
巻
は
シ
ン
プ
ル
な
料
理
だ
か

ら
こ
そ
、
素
材
と
腕
に
は
ご
ま
か
し

が
き
き
ま
せ
ん
。
と
び
き
り
の
玉
子

巻
を
ほ
お
ば
る
幸
せ
を
求
め
て
、
今

日
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
お
客
が
や
っ
て

き
ま
す
。

　

次
は
、
安
宅
の
古
い
町
並
み
を
安

宅
観
光
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
、
清
水
春
彦
さ
ん
の
案
内
で
巡
り

ま
す
。「
安
宅
と
い
え
ば
関
所
と
神

社
の
観
光
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
実
は

　

さ
て
、
安
宅
の
歴
史
は
北
前
船
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
運
業
が
廃

れ
た
後
、
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た

の
が
絹
織
物
業
。
古
い
町
家
に
ま
じ

り
、
織
物
や
撚
糸
の
工
場
跡
が
多
く

点
在
し
て
い
ま
す
。「
私
ら
が
幼
い
頃

は
工
場
が
何
十
軒
と
あ
っ
て
、
ど
こ

に
い
っ
て
も﹃
ガ
チ
ャ
ン
、ガ
チ
ャ
ン
﹄

と
織
機
の
音
が
し
て
、
そ
れ
は
賑
や

か
だ
っ
た
も
の
で
す
」。
工
場
で
は
大

勢
の
女
工
さ
ん
が
働
き
、
町
は
活
気

に
溢
れ
て
い
た
そ
う
。
現
在
、
絹
織

物
業
を
営
む
の
は
た
だ
一
軒
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

独
特
の
風
景
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
た
人
々

の
息
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
、
そ
ん
な

魅
力
あ
る
安
宅
の
旅
で
し
た
。

　

梯
川
の
ほ
と
り
に
出
る
と
、
濃

い
潮
の
香
り
を
の
せ
た
風
が
吹
き

つ
け
ま
す
。「
こ
こ
が
米
谷
家
の
跡

地
で
す
」
と
清
水
さ
ん
が
指
さ
す

先
は
、
小
さ
な
公
園
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
船
問
屋
を
営
ん
で
い
た
米

谷
家
は
、
現
在
の
北
國
銀
行
の
前

身
、
米
谷
銀
行
を
創
設
し
た
旧
家
。

米
谷
家
跡
地
の
そ
ば
に
は
、
北
國

銀
行
安
宅
支
店
だ
っ
た
「
吉
祥
庵
」

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
の
流
れ
と
と
も
に
産
業
の
盛
衰

を
見
つ
め
て
き
た
安
宅
の
町
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
歴
史
が
混
然
一
体
と
な
り
、

ぷ
る
ん
、
じ
ゅ
わ
っ
！

こ
れ
ぞ
職
人
の
玉
子
巻

北
前
船
で
栄
え
た
町
を

ガ
イ
ド
さ
ん
と
歩
く

時
代
の
流
れ
を

そ
の
ま
ま
残
す
町

玉子巻屋
MAP [ 15ページ④ ]
小松市安宅町ワ 72

TEL 0761-24-5250(～16:00)
営業時間／6:00～ 10:00

定休日／水曜

寿司屋にも卸してい
る玉子巻。プロも
信頼する確かな味で、
地元はもちろん県外
にもファンを増やし
ています。1本 500円。

茅葺き屋根の建物も。「安宅住吉神社の宮司さんのお宅です。維持管
理は大変だそうですが、頑張っておられますよ」と清水さん。

江戸末期に建てられた沖家。

右
岸
の
町
中
に
こ
そ
安
宅
の
歴
史
が

詰
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
」。

　

梯
川
に
最
も
近
い
小
路
が
通
称

「
義
経
通
り
」。
こ
こ
は
か
つ
て
川
端

町
と
よ
ば
れ
、
船
問
屋
や
船
大
工
た

ち
の
住
ま
い
が
あ
り
ま
し
た
。
端
正

な
虫
籠
格
子
や
犬
矢
来
の
あ
る
家
々

が
残
り
、
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
醸
し

て
い
ま
す
。

　

漁
港
の
そ
ば
ま
で
来
る
と
「
こ
の

界
隈
に
は
加
賀
藩
の
米
蔵
が
五
棟
建

ち
並
ん
で
い
た
そ
う
で
す
」
と
清
水

さ
ん
。「
今
は
面
影
も
あ
り
ま
せ
ん

ふ
い
た
銅
製
の
雨
ど
い
、
年
季
の

入
っ
た
大
戸
な
ど
が
見
事
。
清
水

さ
ん
の
ご
自
宅
も
、
明
治
時
代
に

建
て
ら
れ
た
風
格
あ
る
た
た
ず
ま

い
で
す
。

　
「
沖
家
」
は
む
く
り
の
あ
る
板
葺

の
庇
な
ど
古
い
建
築
様
式
を
残
し

ま
す
。「
こ
こ
ら
は
風
が
強
い
た
め

か
、
格
子
の
幅
が
非
常
に
細
か
い

で
し
ょ
う
。
安
宅
の
家
々
の
特
徴

で
す
ね
。
も
と
も
と
砂
丘
の
上
に

造
ら
れ
た
町
で
す
か
ら
家
の
基
礎

が
乾
燥
し
て
い
て
傷
み
に
く
い
。

し
か
し
維
持
は
大
変
で
す
よ
。
空

き
家
も
少
な
く
な
い
」。

　

壊
す
の
は
簡
単
。
守
り
伝
え
る

の
は
難
し
い
。
そ
の
計
り
知
れ
な

い
労
力
を
思
い
な
が
ら
、
人
々
が
受

け
継
い
で
き
た
美
し
い
建
物
を
仰

ぎ
見
ま
し
た
。

▲

安宅海岸から見る日本海に沈み行く夕日は例えようもないほど美しい。

2014 春・夏 vol.5

安宅観光協会
MAP[ 15ページ⑤ ]

小松市安宅町タ 140-4
（安宅ビューテラス内）

TEL 0761-21-6734
※ボランティアガイド
の申込みは、 安宅観光協
会で受け付けています。

長沖 ▷ MAP［15ページ⑥］
小松市安宅町タ 140 TEL:0761-22-3838
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松
市
で
は
、
平
成
二
十
三
年

に
環
境
王
国
に
認
定
さ
れ
て

以
降
、
Ｊ
Ａ
小
松
市
と
協
力
し
て
大

麦
や
ト
マ
ト
な
ど
の
地
元
産
品
を
活

用
し
た
加
工
品
の
開
発
や
販
売
促
進

な
ど
、
六
次
産
業
化
の
推
進
に
力
を

入
れ
て
き
た
。
昨
年
の
七
月
二
十
四

日
、
コ
マ
ツ
、
Ｊ
Ａ
小
松
市
、
小
松

市
の
三
者
が
六
次
産
業
化
推
進
や
農

業
振
興
な
ど
を
目
的
に
連
携
協
定
を

締
結
し
、「
こ
ま
つ
・
ア
グ
リ
ウ
エ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
世
界
的
な
建
設

機
械
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
コ
マ
ツ
の
持

つ
「
も
の
づ
く
り
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
先
端
技
術
を
活

用
し
た
小
松
独
自
の
加
工
品
の
開
発

や
農
作
業
の
効
率
化
な
ど
、
新
し
い

農
業
の
形
と
な
る
よ
う
な
先
進
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

今
年
の
一
月
三
十
日
、
地
元
農
産

物
と
六
次
産
業
に
つ
い
て
関
心
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
小
松
市
立

芦ろ
じ
ょ
う城
小
学
校
で
、
小
松
産
農
産
物
の

ピ
ュ
ー
レ
を
使
っ
た
学
校
給
食
の
試

食
会
が
行
わ
れ
た
。
献
立
は
小
松
産

の
大
麦
を
加
工
し
た
食
パ
ン
や
、
ニ

ン
ジ
ン
の
ピ
ュ
ー
レ
を
使
っ
た
ポ

タ
ー
ジ
ュ
。
大
麦
、
ニ
ン
ジ
ン
と
も

に
小
松
市
は
石
川
県
内
で
最
大
の
生

産
地
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

は
、
六
次
産
業
化
に
よ
り
消
費
拡
大

と
さ
ら
な
る
生
産
拡
大
を
目
指
し
て

い
る
。

　
「
ニ
ン
ジ
ン
は
苦
手
だ
け
ど
こ
の
ポ

タ
ー
ジ
ュ
は
と
て
も
美
味
し
い
」
と

  

二
月
十
七
日
、J
A
小
松
市
本
店
に
お

い
て
、小
松
産
無
添
加
ピ
ュ
ー
レ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
調
査
と
普
及
拡
大
を
目
的
と
し

て
医
療
介
護
分
野
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
試
食
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
小
松
市
内
の
医
療
在
宅
介
護
関

係
者
の
任
意
団
体
「
在
宅
医
療
研
究
会
」

︵
事
務
局：や
わ
た
メ
デ
イ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

医
療
推
進
部
︶
の
勉
強
会
も
兼
ね
て
い

る
。
会
に
は
約
三
〇
名
の
会
員
が
参
加

し
、
こ
ま
つ
・
ア
グ
リ
ウ
エ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
及
び
、
小
松
産
ピ
ュ
ー
レ
の
特
徴

の
説
明
の
後
、
小
松
特
産
の
ニ
ン
ジ
ン

ピ
ュ
ー
レ
を
使
っ
た
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー

プ
な
ど
の
試
食
が
行
わ
れ
た
。
ニ
ン
ジ

ン
そ
の
も
の
の
甘
さ
が
感
じ
ら
れ
、
す

ご
く
良
い
素
材
だ
と
い
う
声
が
多
く
、

さ
ら
に
粘
稠
度
が
高
け
れ
ば
高
齢
者
に

と
っ
て
は
誤
嚥
の
リ
ス
ク
が
減
る
の
で

な
お
良
い
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
た
。

　

三
月
二
日
、
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ

ま
つ
に
て
、「
お
散
歩
し
な
が
ら
こ
ま

つ
を
味
わ
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
、﹃
こ

ま
つ
も
ん
て
く
て
く
フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス

ト
﹄
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
ほ
ぼ
満

員
状
態
と
な
り
、
お
よ
そ
三
〇
〇
人
の

参
加
者
は
、
小
松
市
内
二
十
二
店
の
お

店
が
小
松
産
の
農
産
物
を
使
っ
て
作
っ

た
お
店
自
慢
の
ア
イ
デ
ィ
ア
フ
ー
ド
を

試
食
し
、
そ
の
中
か
ら
一
品
を
選
ん
で

投
票
し
た
。
審
査
員
と
し
て
、
フ
ー
ド

ア
ナ
リ
ス
ト
の
里
井
真
由
美
さ
ん
と
、

加
藤
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
代
表
の
加
藤

重
和
さ
ん
の
審
査
と
合
わ
せ
て
各
賞
が

選
ば
れ
、
和
田
愼
司
小
松
市
長
か
ら
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。
小
松
市
で
は
、

評
価
が
高
か
っ
た
商
品
を
市
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
で
P
R
し
、
認
知
度
向
上
を

図
っ
て
い
る
。 

小
松
産
ピ
ュ
ー
レ
を
使
っ
た

学
校
給
食
の
試
食
会

医
療
介
護
関
係
者
へ
の

小
松
産
ピ
ュ
ー
レ
の
試
食
説
明
会

「
歩
き
な
が
ら
」

「
散
策
し
な
が
ら
」気
軽
に
楽
し
む
、

『
こ
ま
つ
も
ん

て
く
て
く
フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
』

審査員のフードアナリスト里井真由美さん（左）と、
加藤キッチンスタジオ代表の加藤重和さん（右）

「ガッツリ大麦コロッケ inトマトソース」
旬庵ダイニング
TEL 0761-58-2568

「ゴッツオーネロール」
しあわせ食彩 ゴッツオーネ
TEL 0761-46-6000

「小松フロランタン」
パン あづまや
TEL 0761-22-2625

「農家まりちゃんのベジフルたい焼」
まるしょう
TEL 0761-21-9655

小

い
う
児
童
が
何
人
も
い
て
、
ニ
ン
ジ

ン
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の
鍋
に
は
お
か
わ
り

の
行
列
が
で
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
空

に
な
っ
た
。
素
材
の
旨
味
、
甘
味
を
引

き
出
す
小
松
産
ピ
ュ
ー
レ
の
可
能
性
を

再
認
識
で
き
た
試
食
会
だ
っ
た
。

てくてく賞準グランプリグランプリ こまつもん賞
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花
の
資
格
の
他
、
石
川
県
景
観
リ
ー
ダ
ー
や
石

川
県
花
と
緑
の
推
進
委
員
、
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
多
く
の
肩
書
を
持
ち
、
教
室
指
導
な
ど

で
忙
し
く
飛
び
回
る
園
芸
農
家
の
合
場
さ
ん
。
合

場
さ
ん
が
花
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
一
九
九
一
年
に
石
川
県
で
国
体
が
開
催
さ
れ

る
の
に
合
わ
せ
て
J
A
が
行
っ
た
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」。
今
江
町
の
四
人
で
フ
ラ
ワ
ー
メ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
た
。

　

園
芸
を
始
め
た
当
初
は
指
導
者
も
い
な
く
て
苦

編集長 /北川政洋　クリエイティブディレクター /よねだみむね　チーフエディター /高柳豊　エディター / 森井真規子　アートディレクター /横山真紀　デザイナー /長根尾勇太　スペシャルサンクス /番作真奈美 14

木場潟フローラの会の木場潟での活動の様子。

  

安
宅
住
吉
神
社
や
安
宅

の
関
に
隣
接
し
て
い
て
、

安
宅
の
海
を
眺
め
な
が

ら
食
事
や
お
茶
を
楽
し

め
る
安
宅
ビ
ュ
ー
テ
ラ

ス
。
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー

は
や
は
り
小
松
う
ど
ん
。

カ
ツ
オ
と
昆
布
の
ダ
シ

と
専
用
の
細
麺
に
、
と

ろ
ろ
昆
布
が
の
っ
て
い

て
美
味
し
い
。
そ
の
他
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
種

類
も
豊
富
。
観
光
客
だ

け
で
な
く
地
元
の
人
も

多
く
訪
れ
る
人
気
ス

ポ
ッ
ト
だ
。

　
隣
接
す
る
「
勧
進
帳

も
の
が
た
り
館
」
で
は
、

勧
進
帳
の
名
場
面
や
、

安
宅
の
歴
史
を
紹
介
し

て
い
る
の
で
、
こ
ち
ら

も
立
ち
寄
り
た
い
。

安宅ビューテラス／
勧進帳ものがたり館
海を眺めながらホっと一息。

小松市安宅町タ 140-4△

MAP［15ページ⑧］
TEL：0761-21-6734

営業時間：9:00 ～17:00
定休日：水曜、年末年始

新幹線（越後湯沢経由） 4時間20分
新幹線（米原経由） ４時間
高速バス（八王子行き） ８時間50分

特急電車 ２時間10分
高速バス ４時間10分
車 3時間30分

特急電車 ２時間10分
高速バス 3時間10分
車 2時間30分

 ※ JRの時間は最速列車の場合です。

東
京

大
阪

名
古
屋

列車・バス・車で

合場加代子さん（右）と、
木場潟フローラの会の立花あずささん（左）。

労
し
た
が
、
簡
単
な
花
壇
の
花
植
え
か

ら
始
め
て
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
花

の
資
格
を
取
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

ハ
ン
ギ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
資
格
を
取
り
な
が
ら
活
動
を
続
け

て
き
た
。

　

二
〇
〇
八
年
に
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直

前
合
宿
で
四
カ
国
の
選
手
が
木
場
潟
カ
ヌ
ー
競
技

場
に
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
で
、「
本
番
で

活
躍
で
き
る
よ
う
華
や
か
な
花
で
選
手
に
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
」
と
、
木
場
潟
フ
ロ
ー
ラ
の
会
を
発

足
。
木
場
潟
の
会
場
を
色
と
り
ど
り
の
花
で
彩
っ

た
。
今
で
も
木
場
潟
の
何
カ
所
か
を
年
に
数
回
、

花
壇
の
植
え
替
え
な
ど
を
し
て
い
る
。

　

今
、
小
松
市
で
は
、
花
と
緑
が
あ
ふ
れ
る
美
し

い
ま
ち
を
市
民
総
参
加
で
創
り
、
未
来
へ
引
き
継

い
で
い
こ
う
と
い
う
「
フ
ロ
ー
ラ
ル
こ
ま
つ
」
と

い
う
取
組
み
を
行
っ
て
い
て
、
第
六
十
六
回
全
国

植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
平
成
二
十
七
年
を
見
据
え
、

花
と
笑
顔
で
訪
れ
る
人
を
温
か
く
迎
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
「
フ
ロ
ー
ラ
ル
こ
ま
つ
」
の
中
心
的
な
団

体
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
の
が
合
場
さ
ん
た
ち
木

場
潟
フ
ロ
ー
ラ
の
会
。

　
「
小
松
市
を
い
っ
ぱ
い
の
花
で
飾
ろ
う
と
言
っ

て
も
、
皆
さ
ん
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
モ
デ
ル
ガ
ー

デ
ン
を
作
っ
て
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
い
た
り
し

て
い
ま
す
。
生
き
物
相
手
な
の
で
難
し
い
も
の
で

す
し
、
お
も
て
な
し
の
景
観
を
創
り
上
げ
る
と
い

う
の
は
一
朝
一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
に
か
く
花
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
花

を
育
て
る
楽
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と

考
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
合
場
さ
ん
。「
小

松
を
、
至
る
所
に
花
が
あ
ふ
れ
る
日
本
一
の
町
に

し
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
。
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